
かごしま茶

KER
経済が分かる情報誌鹿児島の経済が分かる情報誌

月号月号777Vol.436Vol.436Vol.436
202620262026

暮らし向き調査
トピックス➀トピックス➀トピックス➀

暮らし向き調査暮らし向き調査暮らし向き調査 節約意識・中古品購入調査節約意識・中古品購入調査節約意識・中古品購入調査節約意識・中古品購入調査
トピックス➁トピックス➁トピックス➁トピックス➁トピックス➁トピックス➁トピックス➁トピックス➁トピックス➁

調査レポート

－全国屈指の産地、次の一手を追う－



当  研  究  所
ホームページ
はこちらから

ＵＲＬ：https://www.ker.co.jp

電子BOOKは
こちらか ら

CONTENTS
Vol.436
2026/7月号

P08：堀口園の茶畑（志布志市）

P23：中国ではロボットが身近な存在になっている

KER
経済が分かる情報誌鹿児島の経済が分かる情報誌

　
本
年
４
月
よ
り
、
鹿
児
島
女
子
短
期
大
学
長
に
就
任
い
た

し
ま
し
た
田
頭
𠮷
一
と
申
し
ま
す
。

　
児
童
教
育
・
生
活
科
学
・
教
養
の
３
学
科
を
持
つ
鹿
児
島

女
子
短
期
大
学
は
、
卒
業
生
の
大
多
数
が
地
元
に
就
職
し
、

県
下
各
地
域
の
教
育
現
場
、
各
種
施
設
、
企
業
へ
就
職
し
て
、

そ
れ
ぞ
れ
活
躍
し
て
お
り
ま
す
。
日
ご
ろ
、
在
学
生
や
卒
業

生
が
、
ど
こ
か
で
お
世
話
に
な
っ
て
お
り
ま
す
皆
様
へ
の
お

礼
も
兼
ね
て
、
本
学
の
、
地
元
を
支
え
る
人
材
育
成
に
つ
い

て
述
べ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
短
期
大
学
は
、
修
学
期
間
が
２
年
と
、
４
年
制
大
学
に
比

べ
半
分
で
す
が
、
そ
の
間
、
卒
業
す
る
ま
で
に
学
ぶ
こ
と
が

実
に
濃
密
で
す
。
学
生
は
忙
し
い
中
で
も
時
間
を
作
り
、
勉

強
だ
け
で
は
な
く
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
、
サ
ー
ク
ル
活
動
な

ど
で
大
学
生
活
を
謳
歌
し
て
お
り
ま
す
。
そ
の
た
め
時
間
を

意
識
し
た
生
活
を
継
続
し
ま
す
。
高
等
教
育
機
関
の
中
で
も

特
有
の
担
任（
ク
ラ
ス
）制
に
よ
り
、大
小
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
、

教
員
を
交
え
た
議
論
が
日
常
行
わ
れ
、
違
う
考
え
を
聞
く
態

度
と
力
を
身
に
つ
け
さ
せ
、
話
し
合
い
の
中
で
問
題
を
解
決

し
、
集
団
の
様
々
な
意
見
の
中
か
ら
最
適
解
を
求
め
て
い
く

こ
と
が
鍛
え
ら
れ
ま
す
。

　
鹿
児
島
県
、
と
り
わ
け
離
島
、
山
間
部
に
お
い
て
は
、
社

会
活
動
を
支
え
る
エ
ッ
セ
ン
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
や
イ
ン
フ
ラ

サ
ー
ビ
ス
の
不
足
が
深
刻
で
す
。
こ
の
不
自
由
を
少
し
で
も

解
消
す
る
た
め
に
は
Ａ
Ｉ
、
遠
隔
技
術
、
デ
ー
タ
に
よ
る
効

率
的
な
運
用
を
取
り
入
れ
て
い
く
こ
と
が
有
効
で
あ
り
ま

す
。
ま
た
鹿
児
島
市
の
よ
う
な
人
口
が
多
い
市
で
も
人
の
流

動
性
を
デ
ー
タ
化
し
て
都
市
設
計
を
図
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
そ
し
て
こ
う
し
た
業
務
の
担
い
手
は
、
や
は
り
将
来
の

変
化
へ
の
対
応
も
踏
ま
え
れ
ば
若
者
が
配
置
さ
れ
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
本
学
の
す
べ
て
の
学
科
で
、
基
本
的
な
Ｉ
Ｃ

Ｔ
か
ら
Ａ
Ｉ
・
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
を
網
羅
し
た
学
習
を
実

施
し
、
職
場
や
地
域
で
不
足
す
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
人
材
を
補
う
こ
と

が
で
き
る
教
育
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
具
体
的
な
、
地
域
課
題
解
決
の
教
育
も
垂
水
市
、
指
宿
市

な
ど
自
治
体
や
企
業
の
ご
協
力
で
行
っ
て
お
り
ま
す
。
経
営

者
の
皆
様
に
と
て
も
気
前
よ
く
ご
協
力
を
い
た
だ
い
て
お
り

ま
す
。
経
営
者
や
学
生
に
と
っ
て
は
普
段
会
話
す
る
こ
と
の

な
い
役
職
の
方
と
触
れ
合
い
、
そ
の
方
々
の
地
元
発
展
へ
の

思
い
を
感
じ
、
そ
の
刺
激
が
学
生
の
将
来
の
い
く
つ
か
の
目

標
に
も
な
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
経
営
者
の
顔
が
見
え

る
こ
と
が
若
者
の
地
元
定
着
・
地
元
愛
に
つ
な
が
る
の
だ
と

実
感
し
ま
す
。
今
後
も
ど
う
ぞ
地
元
を
支
え
る
本
学
の
学
生

達
へ
の
、
温
か
い
ご
支
援
・
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

本誌の内容、テキスト、画像等の無断転載・無断使用を
固く禁じます。落丁本・乱丁本はお取り替えします。

●

マンスリーデータ「鹿児島県の経済指標・金融指標」を
当研究所ホームページに掲載しておりますので、ご活
用ください。

●

KER刊行誌が電子BOOKでも読めます。

経済概況

経済日誌

アートに触れる Vol.73  DUDE 氏

湯ネスコ

鹿児島から日本一のプロスポーツクラブへ Vol.11
株式会社鹿児島レブナイズ 有川 久志 氏

24
30
32
34
36 次号予告・編集者のつぶやき40

38
39
41

第6回募集 鹿児島県ＳＤＧｓ登録制度

かごしまの「稼ぐ力」加速化総合補助金

事業継続力強化計画策定講座

ご案内

ビジネスQ&A【法務】

上海だより

経営のヒント

20
22

中庭からみたキャンパス（本館とイメージキャラクター「シオンちゃん」2代目）

コラム
うなぎの寝床 Vol.67  P.N. 赤と黒

01

02 南の風
学校法人志學館学園理事・
鹿児島女子短期大学長　    田頭𠮷𠮷𠮷  氏

04 調査レポート

かごしま茶
全国屈指の産地、次の一手を追う

10 トピックス➀

暮らし向きに関する調査

14 トピックス➁

節約意識・中古品購入に
関する調査

18 Economic Insight − 部長の眼 − Vol.3
「不可能なことは不可能です……でも、可能になるまでは、です」

BOOKs　今月の1冊・6月のBEST1019

学
校
法
人
志
學
館
学
園
理
事
・

鹿
児
島
女
子
短
期
大
学
長

田
頭
𠮷
一

建
学
の
精
神「
時
代
に
即
応
し
た

堅
実
に
し
て
有
為
な
人
間
の
育
成
」に
沿
っ
た

女
子
短
期
大
学
と
し
て
の
地
元
へ
の
貢
献

03

今月の
1本



RESEARCH REPORT ｜  KAGOSHIMA TEA

　
本
県
は
荒
茶
生
産
量
が
2
0
2
4
年
、

25
年
と
2
年
連
続
で
日
本
一
と
な
り
、
24

年
の
産
出
額
も
日
本
一
と
な
る
な
ど
お
茶

の
一
大
産
地
と
し
て
の
地
位
を
確
立
し
つ

つ
あ
る
。
世
界
的
な
抹
茶
ブ
ー
ム
を
受
け

て
抹
茶
の
原
料
と
な
る
て
ん
茶
や
有
機
栽

培
茶
の
需
要
の
高
ま
り
を
背
景
に
、
茶
の

取
引
価
格
の
上
昇
基
調
が
県
内
茶
業
に
活

気
を
も
た
ら
し
て
い
る
。

　
価
格
上
昇
は
26
年
に
入
っ
て
も
続
い
て

お
り
、
全
国
で
一
番
早
く
取
引
が
始
ま
る

鹿
児
島
県
茶
市
場
の
一
番
茶
（
本
茶
）
は

１
㌔
当
た
り
の
平
均
価
格
が
5
2
2
8
円
と

な
り
、
前
年
（
2
5
6
4
円
）
の
2
倍
を
超

え
た
（
図
表
1
）。
ま
た
、
て
ん
茶
は
同
1

万
3
9
1
0
円
で
前
年
（
6
0
1
3
円
）
の

約
2
・
3
倍
、
有
機
煎
茶
は
同
7
7
8
6
円

で
前
年
（
4
4
3
0
円
）
の
75
・
8
％
増
と

い
ず
れ
も
高
騰
し
て
い
る
（
図
表
2
、
3
）。

て
ん
茶
の
取
引
数
量
も
急
増
し
て
お
り
、

26
年
の
取
引
数
量
は
2
5
4
・
5
㌧
と
前
年

（
2
0
1
・
7
㌧
）
か
ら
26
・
2
％
増
（
図

表
２
）、
有
機
煎
茶
は
同
1
4
8
・
5
㌧
と

前
年
（
1
0
3
・
2
㌧
）
か
ら
43
・
9
％
増

と
な
っ
た
（
図
表
３
）。

　
世
界
的
な
抹
茶
ブ
ー
ム
や
健
康
志
向
の
高

ま
り
を
背
景
に
輸
出
も
増
加
基
調
で
あ
る
。

25
年
度
の
全
国
の
緑
茶
輸
出
量
は
1
万

3
1
2
5
㌧
、
輸
出
額
は
8
4
7
億
円
で
、

前
年
比
そ
れ
ぞ
れ
1
・
4
倍
、
2
・
2
倍
と

急
増
し
て
い
る
（
次
頁
図
表
4
）。

　
本
県
の
税
関
官
署
で
取
り
扱
わ
れ
た
緑
茶

の
輸
出
額
は
25
年
度
で
3
億
3
3
0
0
万
円

と
な
り
、
比
較
可
能
な
1
9
7
9
年
以
降
で

過
去
最
高
を
記
録
し
た
（
次
頁
図
表
５
）。

一
方
、
県
の
調
査
に
よ
る
と
、
県
外
の
港
湾
・

空
港
で
の
通
関
分
を
含
め
る
と
県
産
茶
の
24

年
度
輸
出
額
は
63
億
3
8
0
0
万
円
に
上

る
。
単
純
に
両
者
を
比
較
す
る
こ
と
は
出
来

な
い
が
、
県
外
加
工
を
経
て
輸
出
さ
れ
る
割

合
が
多
い
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。
今
後
は
県

内
加
工
に
よ
り
付
加
価
値
を
高
め
る
こ
と
が

課
題
で
あ
る
。

　
国
内
外
で
需
要
が
高
ま
り
価
格
も
上
昇
す

る
緑
茶
だ
が
、
生
産
体
制
は
全
国
的
に
縮
小

傾
向
に
あ
る
。
25
年
の
全
国
の
茶
の
栽
培
面

積
は
3
万
3
4
0
0
㌶
で
、
2
0
0
0
年
比

で
3
割
以
上
減
少
し
た
（
次
頁
図
表
6
）。

一
方
、
本
県
の
25
年
の
栽
培
面
積
は

8
0
4
0
㌶
で
、
2
0
0
0
年
（
8
0
4
0

㌶
）
と
比
べ
横
ば
い
で
あ
る
。
本
県
で
は
平

坦
な
茶
園
が
多
く
、
乗
用
型
摘
採
機
等
の
導

入
で
効
率
化
が
進
ん
だ
こ
と
が
要
因
で
あ

る
。
荒
茶
生
産
量
も
全
国
が
減
少
傾
向
に
あ

る
中
、
本
県
は
逓
増
し
て
い
る
（
図
表
7
）。

増
加
す
る
需
要
に
応
じ
て
生
産
量
を
増
や
し

た
い
と
こ
ろ
だ
が
、
担
い
手
の
高
齢
化
や
、

新
規
就
農
者
や
後
継
者
不
足
、
既
存
茶
樹
の

老
齢
化
に
加
え
、
新
規
茶
園
は
摘
採
可
能
に

な
る
ま
で
約
5
年
を
要
す
る
た
め
早
期
の
増

産
は
難
し
く
、
反
収
の
向
上
や
優
良
品
種
へ

の
改
植
な
ど
を
通
じ
て
、
生
産
量
を
維
持
し

て
い
る
の
が
実
情
で
あ
る
。

　　
抹
茶
需
要
が
高
ま
る
一
方
、
急
須
で
飲
む

リ
ー
フ
茶
の
消
費
は
減
少
が
続
く
（
図
表

8
）。
1
人
当
た
り
購
入
量
は
2
0
0
0
年

の
3
7
0
㌘
か
ら
25
年
は
2
0
7
㌘
と
4
割

以
上
減
少
し
た
。
一
方
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
等

の
茶
飲
料
は
増
加
が
続
く
（
図
表
９
）。

2
0
0
7
年
に
1
世
帯
当
た
り
購
入
金
額
が

リ
ー
フ
茶
を
逆
転
し
て
以
降
、
両
者
の
差
は

拡
大
し
、
25
年
は
緑
茶
（
リ
ー
フ
茶
）
が

3
1
5
3
円
、
茶
飲
料
は
8
9
6
2
円
と
約

2
・
8
倍
に
達
し
て
い
る
。

　
ま
た
茶
飲
料
の
増
加
で
メ
ー
カ
ー
が
主
原

料
の
3
番
茶
・
秋
冬
番
茶
の
調
達
を
増
や
し

た
た
め
、
比
較
的
安
価
だ
っ
た
こ
れ
ら
の
茶

の
取
引
価
格
も
25
年
は
高
騰
し
た
。
生
産
農

家
に
は
追
い
風
だ
が
、茶
を
買
い
集
め
加
工
・

販
売
す
る
茶
商
に
は
厳
し
い
環
境
で
あ
り
、

小
売
価
格
ま
で
波
及
す
れ
ば
リ
ー
フ
茶
離
れ

が
一
段
と
進
む
こ
と
も
懸
念
さ
れ
る
。

　
鹿
児
島
県
は
、
こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え

茶
の
今
後
の
生
産
・
加
工
・
販
売
に
係
る
取

組
の
方
向
性
を
示
す
「
か
ご
し
ま
茶
」
振
興

ビ
ジ
ョ
ン
（
仮
称
）
の
策
定
に
動
き
出
し
た
。

県
は
19
年
3
月
に
28
年
度
を
目
標
年
と
す
る

「
か
ご
し
ま
茶
」
未
来
創
造
プ
ラ
ン
（
図
表

10
）
を
策
定
し
て
い
た
が
、
茶
業
を
取
り
巻

く
環
境
変
化
に
対
応
す
る
た
め
同
プ
ラ
ン
を

発
展
さ
せ
る
形
で
30
年
度
ま
で
の
ビ
ジ
ョ
ン

を
策
定
し
、
今
年
の
11
月
下
旬
に
案
を
ま
と

め
る
予
定
で
あ
る
。
6
月
3
日
の
第
1
回
検

討
会
議
で
は
、
委
員
か
ら
「
生
産
現
場
で
は

高
齢
化
や
担
い
手
・
労
働
者
不
足
が
深
刻
。

後
継
者
や
従
業
員
確
保
に
は
給
与
の
確
保
や

労
働
環
境
の
整
備
が
必
要
」「
ブ
ラ
ン
デ
ィ

ン
グ
の
中
で
『
か
ご
し
ま
茶
』
の
強
み
を
可

視
化
す
る
取
組
が
必
要
」「
海
外
旅
行
会
社

か
ら
工
場
見
学
や
視
察
体
験
の
照
会
が
あ

り
、
観
光
と
の
組
み
合
わ
せ
も
取
り
込
ん
で

ほ
し
い
」
等
の
意
見
が
出
さ
れ
た
。

　
世
界
的
な
抹
茶
ブ
ー
ム
で
日
本
茶
の
人
気

が
高
ま
る
中
、
日
本
茶
を
知
的
財
産
と
し
て

保
護
す
る
動
き
が
進
ん
で
い
る
。
背
景
に
は

海
外
産
の
模
倣
品
の
流
通
が
あ
る
。
中
国
は

日
本
か
ら
取
得
し
た
栽
培
技
術
と
巨
大
な
労

働
力
・
栽
培
地
を
背
景
に
世
界
市
場
を
席
捲

し
て
い
る
。
人
民
日
報
は
25
年
の
中
国
の
抹

茶
生
産
量
が
世
界
の
約
7
割
を
占
め
る
1
万

2
0
0
0
㌧
を
突
破
し
世
界
最
大
の
生
産
国

に
な
っ
た
と
報
じ
て
い
る
。
こ
う
し
た
中
国
産

抹
茶
が
「
宇
治
抹
茶
」
を
名
乗
っ
て
販
売
さ

れ
る
な
ど
模
倣
ト
ラ
ブ
ル
も
発
生
し
て
い
る
。

　
そ
こ
で
日
本
茶
業
中
央
会
が
日
本
茶
を
地

理
的
表
示
（
G
Ｉ
）
に
申
請
し
た
。
G
I
保

護
制
度
は
、
地
域
の
伝
統
を
有
し
高
い
品
質

等
が
生
産
地
と
結
び
つ
い
た
農
林
水
産
物
・

食
品
の
名
称
を
知
的
財
産
と
し
て
保
護
す
る

制
度
で
あ
る
。
本
県
で
は
「
鹿
児
島
の
壺
造

り
黒
酢
」「
鹿
児
島
黒
牛
」「
枕
崎
鰹
節
・
指

宿
鰹
節
」
等
が
登
録
済
み
で
、お
茶
で
は
「
八

女
伝
統
本
玉
露
」（
福
岡
県
）「
深
蒸
し
菊
川

茶
」（
静
岡
県
）
が
登
録
さ
れ
て
い
る
。
今

回
は
「
日
本
酒
」
同
様
、
国
全
体
を
生
産
地

と
す
る
「
ナ
シ
ョ
ナ
ル
G
I
」
で
、
国
内
で

栽
培
・
加
工
し
た
茶
が
対
象
と
な
る
。

　
登
録
さ
れ
れ
ば
鹿
児
島
県
産
の
茶
も
対
象

と
な
り
、
輸
出
時
に
日
本
茶
ブ
ラ
ン
ド
を
背

景
に
外
国
産
と
差
別
化
で
き
る
。
一
方
で
ブ

ラ
ン
ド
を
背
負
う
以
上
は
品
質
に
も
責
任
を

持
つ
必
要
が
あ
り
、
価
格
に
見
合
っ
た
品
質

を
維
持
し
継
続
的
に
生
産
し
て
い
く
こ
と
が

求
め
ら
れ
る
。

　
民
間
企
業
で
も
茶
業
を
取
り
巻
く
環
境
変

化
に
対
応
す
る
動
き
が
み
ら
れ
る
。
茶
葉
卸

売
や
て
ん
茶
・
仕
上
げ
茶
製
造
、
委
託
加
工
、

Ｅ
Ｃ
販
売
を
手
が
け
る
堀
口
園（
志
布
志
市
）

は
、
伊
藤
園
へ
の
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
用
原
料
茶

供
給
で
知
ら
れ
る
が
、
自
社
製
て
ん
茶
の
一

部
を
粉
砕
加
工
し
抹
茶
と
し
て
海
外
輸
出
も

行
っ
て
い
る
。
抹
茶
ブ
ー
ム
で
荒
茶
か
ら
て

ん
茶
生
産
へ
切
り
替
え
る
農
家
が
増
え
る

中
、
県
内
で
は
粉
砕
加
工
の
事
業
所
・
イ
ン

フ
ラ
が
不
足
し
て
お
り
、
タ
イ
ム
リ
ー
な
生

産
や
利
益
率
向
上
の
ボ
ト
ル
ネ
ッ
ク
と
な
っ

て
い
る
。
そ
こ
で
同
社
は
志
布
志
市
と
立
地

協
定
を
結
び
、
自
社
隣
接
地
に
て
ん
茶
の
粉

砕
加
工
施
設
を
建
設
す
る
。
茶
園
管
理
か
ら

て
ん
茶
製
造
、
粉
砕
加
工
ま
で
を
一
貫
し
て

行
う
こ
と
で
コ
ス
ト
削
減
や
品
質
向
上
を
図

る
。
あ
わ
せ
て
国
際
港
・
志
布
志
港
を
通
じ

産
地
か
ら
直
接
海
外
輸
出
す
る
こ
と
で
、
輸

送
コ
ス
ト
削
減
と
県
産
茶
の
高
付
加
価
値
化

に
寄
与
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

　
国
・
県
な
ど
の
行
政
機
関
や
業
界
団
体
、

民
間
企
業
が
日
本
茶
の
持
続
的
発
展
を
目
指

し
て
動
い
て
い
る
。
担
い
手
確
保
や
茶
畑
の

維
持
、
機
械
化
・
D
X
化
に
よ
る
省
力
化
・

生
産
性
向
上
、
原
料
か
ら
仕
上
茶
加
工
へ
の

転
換
、
第
三
者
認
証
（
G
A
P
、
有
機

J
A
S
）
取
得
に
よ
る
高
付
加
価
値
化
な
ど

施
策
は
多
岐
に
わ
た
る
が
、
他
産
業
や
消
費

者
に
も
で
き
る
こ
と
が
あ
る
。

　
堀
口
園
の
新
工
場
建
設
費
は
報
道
で
19
億

円
と
さ
れ
る
な
ど
、
て
ん
茶
加
工
や
抹
茶
粉

砕
へ
の
設
備
投
資
は
多
額
の
費
用
を
要
す

る
。
ま
た
茶
価
格
の
上
昇
で
茶
商
の
仕
入
費

用
が
増
え
、
運
転
資
金
も
タ
イ
ト
に
な
っ
て

い
る
。
ブ
ー
ム
後
の
リ
ス
ク
を
懸
念
し
て
投

資
を
躊
躇
し
が
ち
だ
が
、
今
回
の
抹
茶
ブ
ー

ム
は
日
本
食
や
健
康
志
向
と
結
び
つ
い
た
世

界
的
な
動
き
で
あ
り
、
一
時
の
過
熱
感
が
収

ま
っ
て
も
需
要
自
体
は
安
定
的
に
続
く
と
見

ら
れ
る
。
こ
う
し
た
環
境
変
化
を
踏
ま
え
、

金
融
機
関
も
従
来
の
常
識
に
捉
わ
れ
ず
企
業

の
財
務
面
を
支
援
す
る
こ
と
が
望
ま
れ
る
。

　
消
費
拡
大
や
知
名
度
向
上
に
は
観
光
客
・

若
年
層
へ
の
P
R
も
必
要
で
あ
る
。
例
え
ば

「
か
ご
し
ま
1
0
0
円
茶
屋
」
等
の
P
R
活

動
に
加
え
、
手
摘
み
体
験
や
飲
み
比
べ
等
の

体
験
型
観
光
・
教
育
メ
ニ
ュ
ー
の
拡
大
、
歴

史
や
品
種
の
多
様
性
と
い
っ
た
文
化
的
発
信

の
強
化
が
求
め
ら
れ
よ
う
。
静
岡
県
に
目
を

や
る
と
、
茶
の
発
信
拠
点
「
ふ
じ
の
く
に
茶

の
都
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」（
島
田
市
）
が
あ
り
、

「
知
る
」「
触
れ
る
」「
学
ぶ
」「
つ
ど
う
」
の

４
機
能
で
産
業
・
文
化
・
学
術
・
観
光
を
一

体
的
に
発
信
し
、
茶
道
体
験
や
茶
摘
み
・
手

も
み
・
抹
茶
挽
き
な
ど
多
彩
な
体
験
メ

ニ
ュ
ー
を
備
え
る
施
設
が
あ
る
。
鹿
児
島
県

で
も
、
生
産
・
加
工
・
歴
史
・
文
化
を
一
体

的
に
伝
え
る
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
の
発
信
拠
点
の

整
備
が
望
ま
れ
る
。
県
内
外
は
も
と
よ
り
海

外
か
ら
の
誘
客
も
視
野
に
、
か
ご
し
ま
茶
の

強
み
を
体
感
で
き
る
象
徴
的
な
施
設
が
あ
れ

ば
、
認
知
度
向
上
と
ブ
ラ
ン
ド
価
値
の
底
上

げ
に
つ
な
が
る
だ
ろ
う
。

　
生
産
量
日
本
一
と
い
う
実
績
は
通
過
点
に

す
ぎ
な
い
。
一
過
性
の
ブ
ー
ム
で
終
わ
ら
せ

ず
持
続
的
な
発
展
へ
つ
な
げ
る
転
換
点
に
で

き
る
か
、
今
後
の
鹿
児
島
茶
業
の
真
価
を
問

わ
れ
る
。

（
古
江 

孝
徳
）

生
産
量
日
本
一
と

抹
茶
ブ
ー
ム
に
沸
く
本
県
茶
業

生
産
は
全
国
的
に
縮
小
傾
向
だ
が
、

鹿
児
島
は
横
ば
い

輸
出
も
好
調
　

25
年
度
の
県
内
輸
出
額
は

過
去
最
高
に

図表1　一番茶取扱実績推移（県茶市場、本茶）

資料）JA鹿児島県経済連　図表２、3も同じ

（トン） （円/kg）

（年）
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図表3　有機煎茶取扱実績（県茶市場）
（トン） （円/kg）

（年）
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図表2　てん茶取扱実績（県茶市場、有機+慣行）
（トン） （円/kg）

（年）
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か
ご
し
ま
茶

K
A

G
O

S
H

IM
A

 T
E

A

全
国
屈
指
の
産
地
、

次
の
一
手
を
追
う

荒
茶
生
産
量
は
２
年
連
続
で
日
本
一
。

世
界
的
な
抹
茶
ブ
ー
ム
や
健
康
志
向

の
高
ま
り
等
に
よ
り
、
茶
の
取
引
価

格
が
急
騰
し
、
一
番
茶
は
前
年
の
２

倍
超
に
上
昇
し
た
。

２
０
２
５
年
度
の
茶
輸
出
額
は
過
去

最
高
を
更
新
。
た
だ
し
、
県
内
で
生

産
さ
れ
た
荒
茶
の
多
く
が
県
外
で
最

終
製
品
に
加
工
・
販
売
さ
れ
て
お
り
、

「
か
ご
し
ま
茶
」
の
高
付
加
価
値
化

が
今
後
の
課
題
。

栽
培
面
積
・
生
産
量
は
全
国
的
に
縮

小
傾
向
が
続
く
中
、
本
県
は
横
ば
い

を
維
持
。
一
方
で
急
須
で
飲
む
リ
ー

フ
茶
の
消
費
は
減
少
が
続
い
て
い
る
。

県
に
よ
る
ビ
ジ
ョ
ン
策
定
や
、
企
業

の
設
備
投
資
な
ど
各
主
体
の
取
り
組

み
が
進
む
中
、
生
産
量
日
本
一
を
一

過
性
で
終
わ
ら
せ
ず
持
続
的
発
展
へ

つ
な
げ
ら
れ
る
か
が
問
わ
れ
て
い
る
。

●●●●
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本
県
は
荒
茶
生
産
量
が
2
0
2
4
年
、

25
年
と
2
年
連
続
で
日
本
一
と
な
り
、
24

年
の
産
出
額
も
日
本
一
と
な
る
な
ど
お
茶

の
一
大
産
地
と
し
て
の
地
位
を
確
立
し
つ

つ
あ
る
。
世
界
的
な
抹
茶
ブ
ー
ム
を
受
け

て
抹
茶
の
原
料
と
な
る
て
ん
茶
や
有
機
栽

培
茶
の
需
要
の
高
ま
り
を
背
景
に
、
茶
の

取
引
価
格
の
上
昇
基
調
が
県
内
茶
業
に
活

気
を
も
た
ら
し
て
い
る
。

　
価
格
上
昇
は
26
年
に
入
っ
て
も
続
い
て

お
り
、
全
国
で
一
番
早
く
取
引
が
始
ま
る

鹿
児
島
県
茶
市
場
の
一
番
茶
（
本
茶
）
は

１
㌔
当
た
り
の
平
均
価
格
が
5
2
2
8
円
と

な
り
、
前
年
（
2
5
6
4
円
）
の
2
倍
を
超

え
た
（
図
表
1
）。
ま
た
、
て
ん
茶
は
同
1

万
3
9
1
0
円
で
前
年
（
6
0
1
3
円
）
の

約
2
・
3
倍
、
有
機
煎
茶
は
同
7
7
8
6
円

で
前
年
（
4
4
3
0
円
）
の
75
・
8
％
増
と

い
ず
れ
も
高
騰
し
て
い
る
（
図
表
2
、
3
）。

て
ん
茶
の
取
引
数
量
も
急
増
し
て
お
り
、

26
年
の
取
引
数
量
は
2
5
4
・
5
㌧
と
前
年

（
2
0
1
・
7
㌧
）
か
ら
26
・
2
％
増
（
図

表
２
）、
有
機
煎
茶
は
同
1
4
8
・
5
㌧
と

前
年
（
1
0
3
・
2
㌧
）
か
ら
43
・
9
％
増

と
な
っ
た
（
図
表
３
）。

　
世
界
的
な
抹
茶
ブ
ー
ム
や
健
康
志
向
の
高

ま
り
を
背
景
に
輸
出
も
増
加
基
調
で
あ
る
。

25
年
度
の
全
国
の
緑
茶
輸
出
量
は
1
万

3
1
2
5
㌧
、
輸
出
額
は
8
4
7
億
円
で
、

前
年
比
そ
れ
ぞ
れ
1
・
4
倍
、
2
・
2
倍
と

急
増
し
て
い
る
（
次
頁
図
表
4
）。

　
本
県
の
税
関
官
署
で
取
り
扱
わ
れ
た
緑
茶

の
輸
出
額
は
25
年
度
で
3
億
3
3
0
0
万
円

と
な
り
、
比
較
可
能
な
1
9
7
9
年
以
降
で

過
去
最
高
を
記
録
し
た
（
次
頁
図
表
５
）。

一
方
、
県
の
調
査
に
よ
る
と
、
県
外
の
港
湾
・

空
港
で
の
通
関
分
を
含
め
る
と
県
産
茶
の
24

年
度
輸
出
額
は
63
億
3
8
0
0
万
円
に
上

る
。
単
純
に
両
者
を
比
較
す
る
こ
と
は
出
来

な
い
が
、
県
外
加
工
を
経
て
輸
出
さ
れ
る
割

合
が
多
い
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。
今
後
は
県

内
加
工
に
よ
り
付
加
価
値
を
高
め
る
こ
と
が

課
題
で
あ
る
。

　
国
内
外
で
需
要
が
高
ま
り
価
格
も
上
昇
す

る
緑
茶
だ
が
、
生
産
体
制
は
全
国
的
に
縮
小

傾
向
に
あ
る
。
25
年
の
全
国
の
茶
の
栽
培
面

積
は
3
万
3
4
0
0
㌶
で
、
2
0
0
0
年
比

で
3
割
以
上
減
少
し
た
（
次
頁
図
表
6
）。

一
方
、
本
県
の
25
年
の
栽
培
面
積
は

8
0
4
0
㌶
で
、
2
0
0
0
年
（
8
0
4
0

㌶
）
と
比
べ
横
ば
い
で
あ
る
。
本
県
で
は
平

坦
な
茶
園
が
多
く
、
乗
用
型
摘
採
機
等
の
導

入
で
効
率
化
が
進
ん
だ
こ
と
が
要
因
で
あ

る
。
荒
茶
生
産
量
も
全
国
が
減
少
傾
向
に
あ

る
中
、
本
県
は
逓
増
し
て
い
る
（
図
表
7
）。

増
加
す
る
需
要
に
応
じ
て
生
産
量
を
増
や
し

た
い
と
こ
ろ
だ
が
、
担
い
手
の
高
齢
化
や
、

新
規
就
農
者
や
後
継
者
不
足
、
既
存
茶
樹
の

老
齢
化
に
加
え
、
新
規
茶
園
は
摘
採
可
能
に

な
る
ま
で
約
5
年
を
要
す
る
た
め
早
期
の
増

産
は
難
し
く
、
反
収
の
向
上
や
優
良
品
種
へ

の
改
植
な
ど
を
通
じ
て
、
生
産
量
を
維
持
し

て
い
る
の
が
実
情
で
あ
る
。

　　
抹
茶
需
要
が
高
ま
る
一
方
、
急
須
で
飲
む

リ
ー
フ
茶
の
消
費
は
減
少
が
続
く
（
図
表

8
）。
1
人
当
た
り
購
入
量
は
2
0
0
0
年

の
3
7
0
㌘
か
ら
25
年
は
2
0
7
㌘
と
4
割

以
上
減
少
し
た
。
一
方
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
等

の
茶
飲
料
は
増
加
が
続
く
（
図
表
９
）。

2
0
0
7
年
に
1
世
帯
当
た
り
購
入
金
額
が

リ
ー
フ
茶
を
逆
転
し
て
以
降
、
両
者
の
差
は

拡
大
し
、
25
年
は
緑
茶
（
リ
ー
フ
茶
）
が

3
1
5
3
円
、
茶
飲
料
は
8
9
6
2
円
と
約

2
・
8
倍
に
達
し
て
い
る
。

　
ま
た
茶
飲
料
の
増
加
で
メ
ー
カ
ー
が
主
原

料
の
3
番
茶
・
秋
冬
番
茶
の
調
達
を
増
や
し

た
た
め
、
比
較
的
安
価
だ
っ
た
こ
れ
ら
の
茶

の
取
引
価
格
も
25
年
は
高
騰
し
た
。
生
産
農

家
に
は
追
い
風
だ
が
、茶
を
買
い
集
め
加
工
・

販
売
す
る
茶
商
に
は
厳
し
い
環
境
で
あ
り
、

小
売
価
格
ま
で
波
及
す
れ
ば
リ
ー
フ
茶
離
れ

が
一
段
と
進
む
こ
と
も
懸
念
さ
れ
る
。

　
鹿
児
島
県
は
、
こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え

茶
の
今
後
の
生
産
・
加
工
・
販
売
に
係
る
取

組
の
方
向
性
を
示
す
「
か
ご
し
ま
茶
」
振
興

ビ
ジ
ョ
ン
（
仮
称
）
の
策
定
に
動
き
出
し
た
。

県
は
19
年
3
月
に
28
年
度
を
目
標
年
と
す
る

「
か
ご
し
ま
茶
」
未
来
創
造
プ
ラ
ン
（
図
表

10
）
を
策
定
し
て
い
た
が
、
茶
業
を
取
り
巻

く
環
境
変
化
に
対
応
す
る
た
め
同
プ
ラ
ン
を

発
展
さ
せ
る
形
で
30
年
度
ま
で
の
ビ
ジ
ョ
ン

を
策
定
し
、
今
年
の
11
月
下
旬
に
案
を
ま
と

め
る
予
定
で
あ
る
。
6
月
3
日
の
第
1
回
検

討
会
議
で
は
、
委
員
か
ら
「
生
産
現
場
で
は

高
齢
化
や
担
い
手
・
労
働
者
不
足
が
深
刻
。

後
継
者
や
従
業
員
確
保
に
は
給
与
の
確
保
や

労
働
環
境
の
整
備
が
必
要
」「
ブ
ラ
ン
デ
ィ

ン
グ
の
中
で
『
か
ご
し
ま
茶
』
の
強
み
を
可

視
化
す
る
取
組
が
必
要
」「
海
外
旅
行
会
社

か
ら
工
場
見
学
や
視
察
体
験
の
照
会
が
あ

り
、
観
光
と
の
組
み
合
わ
せ
も
取
り
込
ん
で

ほ
し
い
」
等
の
意
見
が
出
さ
れ
た
。

　
世
界
的
な
抹
茶
ブ
ー
ム
で
日
本
茶
の
人
気

が
高
ま
る
中
、
日
本
茶
を
知
的
財
産
と
し
て

保
護
す
る
動
き
が
進
ん
で
い
る
。
背
景
に
は

海
外
産
の
模
倣
品
の
流
通
が
あ
る
。
中
国
は

日
本
か
ら
取
得
し
た
栽
培
技
術
と
巨
大
な
労

働
力
・
栽
培
地
を
背
景
に
世
界
市
場
を
席
捲

し
て
い
る
。
人
民
日
報
は
25
年
の
中
国
の
抹

茶
生
産
量
が
世
界
の
約
7
割
を
占
め
る
1
万

2
0
0
0
㌧
を
突
破
し
世
界
最
大
の
生
産
国

に
な
っ
た
と
報
じ
て
い
る
。
こ
う
し
た
中
国
産

抹
茶
が
「
宇
治
抹
茶
」
を
名
乗
っ
て
販
売
さ

れ
る
な
ど
模
倣
ト
ラ
ブ
ル
も
発
生
し
て
い
る
。

　
そ
こ
で
日
本
茶
業
中
央
会
が
日
本
茶
を
地

理
的
表
示
（
G
Ｉ
）
に
申
請
し
た
。
G
I
保

護
制
度
は
、
地
域
の
伝
統
を
有
し
高
い
品
質

等
が
生
産
地
と
結
び
つ
い
た
農
林
水
産
物
・

食
品
の
名
称
を
知
的
財
産
と
し
て
保
護
す
る

制
度
で
あ
る
。
本
県
で
は
「
鹿
児
島
の
壺
造

り
黒
酢
」「
鹿
児
島
黒
牛
」「
枕
崎
鰹
節
・
指

宿
鰹
節
」
等
が
登
録
済
み
で
、お
茶
で
は
「
八

女
伝
統
本
玉
露
」（
福
岡
県
）「
深
蒸
し
菊
川

茶
」（
静
岡
県
）
が
登
録
さ
れ
て
い
る
。
今

回
は
「
日
本
酒
」
同
様
、
国
全
体
を
生
産
地

と
す
る
「
ナ
シ
ョ
ナ
ル
G
I
」
で
、
国
内
で

栽
培
・
加
工
し
た
茶
が
対
象
と
な
る
。

　
登
録
さ
れ
れ
ば
鹿
児
島
県
産
の
茶
も
対
象

と
な
り
、
輸
出
時
に
日
本
茶
ブ
ラ
ン
ド
を
背

景
に
外
国
産
と
差
別
化
で
き
る
。
一
方
で
ブ

ラ
ン
ド
を
背
負
う
以
上
は
品
質
に
も
責
任
を

持
つ
必
要
が
あ
り
、
価
格
に
見
合
っ
た
品
質

を
維
持
し
継
続
的
に
生
産
し
て
い
く
こ
と
が

求
め
ら
れ
る
。

　
民
間
企
業
で
も
茶
業
を
取
り
巻
く
環
境
変

化
に
対
応
す
る
動
き
が
み
ら
れ
る
。
茶
葉
卸

売
や
て
ん
茶
・
仕
上
げ
茶
製
造
、
委
託
加
工
、

Ｅ
Ｃ
販
売
を
手
が
け
る
堀
口
園（
志
布
志
市
）

は
、
伊
藤
園
へ
の
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
用
原
料
茶

供
給
で
知
ら
れ
る
が
、
自
社
製
て
ん
茶
の
一

部
を
粉
砕
加
工
し
抹
茶
と
し
て
海
外
輸
出
も

行
っ
て
い
る
。
抹
茶
ブ
ー
ム
で
荒
茶
か
ら
て

ん
茶
生
産
へ
切
り
替
え
る
農
家
が
増
え
る

中
、
県
内
で
は
粉
砕
加
工
の
事
業
所
・
イ
ン

フ
ラ
が
不
足
し
て
お
り
、
タ
イ
ム
リ
ー
な
生

産
や
利
益
率
向
上
の
ボ
ト
ル
ネ
ッ
ク
と
な
っ

て
い
る
。
そ
こ
で
同
社
は
志
布
志
市
と
立
地

協
定
を
結
び
、
自
社
隣
接
地
に
て
ん
茶
の
粉

砕
加
工
施
設
を
建
設
す
る
。
茶
園
管
理
か
ら

て
ん
茶
製
造
、
粉
砕
加
工
ま
で
を
一
貫
し
て

行
う
こ
と
で
コ
ス
ト
削
減
や
品
質
向
上
を
図

る
。
あ
わ
せ
て
国
際
港
・
志
布
志
港
を
通
じ

産
地
か
ら
直
接
海
外
輸
出
す
る
こ
と
で
、
輸

送
コ
ス
ト
削
減
と
県
産
茶
の
高
付
加
価
値
化

に
寄
与
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

　
国
・
県
な
ど
の
行
政
機
関
や
業
界
団
体
、

民
間
企
業
が
日
本
茶
の
持
続
的
発
展
を
目
指

し
て
動
い
て
い
る
。
担
い
手
確
保
や
茶
畑
の

維
持
、
機
械
化
・
D
X
化
に
よ
る
省
力
化
・

生
産
性
向
上
、
原
料
か
ら
仕
上
茶
加
工
へ
の

転
換
、
第
三
者
認
証
（
G
A
P
、
有
機

J
A
S
）
取
得
に
よ
る
高
付
加
価
値
化
な
ど

施
策
は
多
岐
に
わ
た
る
が
、
他
産
業
や
消
費

者
に
も
で
き
る
こ
と
が
あ
る
。

　
堀
口
園
の
新
工
場
建
設
費
は
報
道
で
19
億

円
と
さ
れ
る
な
ど
、
て
ん
茶
加
工
や
抹
茶
粉

砕
へ
の
設
備
投
資
は
多
額
の
費
用
を
要
す

る
。
ま
た
茶
価
格
の
上
昇
で
茶
商
の
仕
入
費

用
が
増
え
、
運
転
資
金
も
タ
イ
ト
に
な
っ
て

い
る
。
ブ
ー
ム
後
の
リ
ス
ク
を
懸
念
し
て
投

資
を
躊
躇
し
が
ち
だ
が
、
今
回
の
抹
茶
ブ
ー

ム
は
日
本
食
や
健
康
志
向
と
結
び
つ
い
た
世

界
的
な
動
き
で
あ
り
、
一
時
の
過
熱
感
が
収

ま
っ
て
も
需
要
自
体
は
安
定
的
に
続
く
と
見

ら
れ
る
。
こ
う
し
た
環
境
変
化
を
踏
ま
え
、

金
融
機
関
も
従
来
の
常
識
に
捉
わ
れ
ず
企
業

の
財
務
面
を
支
援
す
る
こ
と
が
望
ま
れ
る
。

　
消
費
拡
大
や
知
名
度
向
上
に
は
観
光
客
・

若
年
層
へ
の
P
R
も
必
要
で
あ
る
。
例
え
ば

「
か
ご
し
ま
1
0
0
円
茶
屋
」
等
の
P
R
活

動
に
加
え
、
手
摘
み
体
験
や
飲
み
比
べ
等
の

体
験
型
観
光
・
教
育
メ
ニ
ュ
ー
の
拡
大
、
歴

史
や
品
種
の
多
様
性
と
い
っ
た
文
化
的
発
信

の
強
化
が
求
め
ら
れ
よ
う
。
静
岡
県
に
目
を

や
る
と
、
茶
の
発
信
拠
点
「
ふ
じ
の
く
に
茶

の
都
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」（
島
田
市
）
が
あ
り
、

「
知
る
」「
触
れ
る
」「
学
ぶ
」「
つ
ど
う
」
の

４
機
能
で
産
業
・
文
化
・
学
術
・
観
光
を
一

体
的
に
発
信
し
、
茶
道
体
験
や
茶
摘
み
・
手

も
み
・
抹
茶
挽
き
な
ど
多
彩
な
体
験
メ

ニ
ュ
ー
を
備
え
る
施
設
が
あ
る
。
鹿
児
島
県

で
も
、
生
産
・
加
工
・
歴
史
・
文
化
を
一
体

的
に
伝
え
る
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
の
発
信
拠
点
の

整
備
が
望
ま
れ
る
。
県
内
外
は
も
と
よ
り
海

外
か
ら
の
誘
客
も
視
野
に
、
か
ご
し
ま
茶
の

強
み
を
体
感
で
き
る
象
徴
的
な
施
設
が
あ
れ

ば
、
認
知
度
向
上
と
ブ
ラ
ン
ド
価
値
の
底
上

げ
に
つ
な
が
る
だ
ろ
う
。

　
生
産
量
日
本
一
と
い
う
実
績
は
通
過
点
に

す
ぎ
な
い
。
一
過
性
の
ブ
ー
ム
で
終
わ
ら
せ

ず
持
続
的
な
発
展
へ
つ
な
げ
る
転
換
点
に
で

き
る
か
、
今
後
の
鹿
児
島
茶
業
の
真
価
を
問

わ
れ
る
。

（
古
江 

孝
徳
）

リ
ー
フ
茶
の
消
費
は

減
少
傾
向

鹿
児
島
県
の
新
た
な
施
策
〜

「
か
ご
し
ま
茶
」振
興
ビ
ジ
ョ
ン

（
仮
称
）の
策
定

図表8　緑茶（リーフ茶）の購入量・購入金額（全国）

図表9　緑茶（リーフ茶）と茶飲料の1世帯当たり購入金額（全国）

図表10　「かごしま茶」未来創造プランの目標

2000
05
10
15
20
21
22
23
24
25

1,200
1,133

956
844
827
759
701
676
671
593

370
360
310
280
280
259
241
233
233
207

6,820
5,615
4,424
4,083
3,817
3,530
3,263
3,214
3,194
3,153

2,102
1,792
1,450
1,352
1,294
1,205
1,121
1,108
1,109
1,099

567
498
467
486
461
465
465
476
476
532

購入量（ｇ） 購入金額（円） 平均価格
（100ｇ/円）1世帯当たり年 1人当たり 1世帯当たり 1人当たり

（千トン）

図表7　荒茶の生産量推移
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資料）総務省「家計調査」、図表９も同じ

資料）鹿児島県

項目 2017年度（現況） 2028年度（目標）2023年度（中間年）

本県荒茶の全国シェア
1戸当たりの栽培面積
荒茶工場の法人化率
有機JAS認証茶園面積
荒茶工場の第三者認証取得割合
全国茶品評会における産地賞受賞
全国茶品評会における入賞茶種
仕上茶銘柄数（「かごしま標章茶」の銘柄数）
「かごしま茶販売協力店」の登録店舗数
茶の輸出額
有機抹茶の輸出額
煎茶の輸出額
お茶とのふれあい教室（小学校高学年）受講率

32%
4.4㌶
38%
415㌶
64%
1部門
2部門
518銘柄
340店舗
2.7億円
ー
ー
26%

35%
5.0㌶
45%
660㌶
80%
2部門
5部門
560銘柄
370店舗
10億円
8億円
2億円
31%

40%
5.5㌶
50%
900㌶
95%
2部門
8部門
600銘柄
400店舗
20億円
16億円
4億円
35%

図表5　緑茶の輸出推移（鹿児島県）
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図表6　茶の栽培面積推移
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資料）農林水産省「作物統計」、図表7も同じ

図表4　緑茶の輸出推移（全国）
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本
県
は
荒
茶
生
産
量
が
2
0
2
4
年
、

25
年
と
2
年
連
続
で
日
本
一
と
な
り
、
24

年
の
産
出
額
も
日
本
一
と
な
る
な
ど
お
茶

の
一
大
産
地
と
し
て
の
地
位
を
確
立
し
つ

つ
あ
る
。
世
界
的
な
抹
茶
ブ
ー
ム
を
受
け

て
抹
茶
の
原
料
と
な
る
て
ん
茶
や
有
機
栽

培
茶
の
需
要
の
高
ま
り
を
背
景
に
、
茶
の

取
引
価
格
の
上
昇
基
調
が
県
内
茶
業
に
活

気
を
も
た
ら
し
て
い
る
。

　
価
格
上
昇
は
26
年
に
入
っ
て
も
続
い
て

お
り
、
全
国
で
一
番
早
く
取
引
が
始
ま
る

鹿
児
島
県
茶
市
場
の
一
番
茶
（
本
茶
）
は

１
㌔
当
た
り
の
平
均
価
格
が
5
2
2
8
円
と

な
り
、
前
年
（
2
5
6
4
円
）
の
2
倍
を
超

え
た
（
図
表
1
）。
ま
た
、
て
ん
茶
は
同
1

万
3
9
1
0
円
で
前
年
（
6
0
1
3
円
）
の

約
2
・
3
倍
、
有
機
煎
茶
は
同
7
7
8
6
円

で
前
年
（
4
4
3
0
円
）
の
75
・
8
％
増
と

い
ず
れ
も
高
騰
し
て
い
る
（
図
表
2
、
3
）。

て
ん
茶
の
取
引
数
量
も
急
増
し
て
お
り
、

26
年
の
取
引
数
量
は
2
5
4
・
5
㌧
と
前
年

（
2
0
1
・
7
㌧
）
か
ら
26
・
2
％
増
（
図

表
２
）、
有
機
煎
茶
は
同
1
4
8
・
5
㌧
と

前
年
（
1
0
3
・
2
㌧
）
か
ら
43
・
9
％
増

と
な
っ
た
（
図
表
３
）。

　
世
界
的
な
抹
茶
ブ
ー
ム
や
健
康
志
向
の
高

ま
り
を
背
景
に
輸
出
も
増
加
基
調
で
あ
る
。

25
年
度
の
全
国
の
緑
茶
輸
出
量
は
1
万

3
1
2
5
㌧
、
輸
出
額
は
8
4
7
億
円
で
、

前
年
比
そ
れ
ぞ
れ
1
・
4
倍
、
2
・
2
倍
と

急
増
し
て
い
る
（
次
頁
図
表
4
）。

　
本
県
の
税
関
官
署
で
取
り
扱
わ
れ
た
緑
茶

の
輸
出
額
は
25
年
度
で
3
億
3
3
0
0
万
円

と
な
り
、
比
較
可
能
な
1
9
7
9
年
以
降
で

過
去
最
高
を
記
録
し
た
（
次
頁
図
表
５
）。

一
方
、
県
の
調
査
に
よ
る
と
、
県
外
の
港
湾
・

空
港
で
の
通
関
分
を
含
め
る
と
県
産
茶
の
24

年
度
輸
出
額
は
63
億
3
8
0
0
万
円
に
上

る
。
単
純
に
両
者
を
比
較
す
る
こ
と
は
出
来

な
い
が
、
県
外
加
工
を
経
て
輸
出
さ
れ
る
割

合
が
多
い
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。
今
後
は
県

内
加
工
に
よ
り
付
加
価
値
を
高
め
る
こ
と
が

課
題
で
あ
る
。

　
国
内
外
で
需
要
が
高
ま
り
価
格
も
上
昇
す

る
緑
茶
だ
が
、
生
産
体
制
は
全
国
的
に
縮
小

傾
向
に
あ
る
。
25
年
の
全
国
の
茶
の
栽
培
面

積
は
3
万
3
4
0
0
㌶
で
、
2
0
0
0
年
比

で
3
割
以
上
減
少
し
た
（
次
頁
図
表
6
）。

一
方
、
本
県
の
25
年
の
栽
培
面
積
は

8
0
4
0
㌶
で
、
2
0
0
0
年
（
8
0
4
0

㌶
）
と
比
べ
横
ば
い
で
あ
る
。
本
県
で
は
平

坦
な
茶
園
が
多
く
、
乗
用
型
摘
採
機
等
の
導

入
で
効
率
化
が
進
ん
だ
こ
と
が
要
因
で
あ

る
。
荒
茶
生
産
量
も
全
国
が
減
少
傾
向
に
あ

る
中
、
本
県
は
逓
増
し
て
い
る
（
図
表
7
）。

増
加
す
る
需
要
に
応
じ
て
生
産
量
を
増
や
し

た
い
と
こ
ろ
だ
が
、
担
い
手
の
高
齢
化
や
、

新
規
就
農
者
や
後
継
者
不
足
、
既
存
茶
樹
の

老
齢
化
に
加
え
、
新
規
茶
園
は
摘
採
可
能
に

な
る
ま
で
約
5
年
を
要
す
る
た
め
早
期
の
増

産
は
難
し
く
、
反
収
の
向
上
や
優
良
品
種
へ

の
改
植
な
ど
を
通
じ
て
、
生
産
量
を
維
持
し

て
い
る
の
が
実
情
で
あ
る
。

　　
抹
茶
需
要
が
高
ま
る
一
方
、
急
須
で
飲
む

リ
ー
フ
茶
の
消
費
は
減
少
が
続
く
（
図
表

8
）。
1
人
当
た
り
購
入
量
は
2
0
0
0
年

の
3
7
0
㌘
か
ら
25
年
は
2
0
7
㌘
と
4
割

以
上
減
少
し
た
。
一
方
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
等

の
茶
飲
料
は
増
加
が
続
く
（
図
表
９
）。

2
0
0
7
年
に
1
世
帯
当
た
り
購
入
金
額
が

リ
ー
フ
茶
を
逆
転
し
て
以
降
、
両
者
の
差
は

拡
大
し
、
25
年
は
緑
茶
（
リ
ー
フ
茶
）
が

3
1
5
3
円
、
茶
飲
料
は
8
9
6
2
円
と
約

2
・
8
倍
に
達
し
て
い
る
。

　
ま
た
茶
飲
料
の
増
加
で
メ
ー
カ
ー
が
主
原

料
の
3
番
茶
・
秋
冬
番
茶
の
調
達
を
増
や
し

た
た
め
、
比
較
的
安
価
だ
っ
た
こ
れ
ら
の
茶

の
取
引
価
格
も
25
年
は
高
騰
し
た
。
生
産
農

家
に
は
追
い
風
だ
が
、茶
を
買
い
集
め
加
工
・

販
売
す
る
茶
商
に
は
厳
し
い
環
境
で
あ
り
、

小
売
価
格
ま
で
波
及
す
れ
ば
リ
ー
フ
茶
離
れ

が
一
段
と
進
む
こ
と
も
懸
念
さ
れ
る
。

　
鹿
児
島
県
は
、
こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え

茶
の
今
後
の
生
産
・
加
工
・
販
売
に
係
る
取

組
の
方
向
性
を
示
す
「
か
ご
し
ま
茶
」
振
興

ビ
ジ
ョ
ン
（
仮
称
）
の
策
定
に
動
き
出
し
た
。

県
は
19
年
3
月
に
28
年
度
を
目
標
年
と
す
る

「
か
ご
し
ま
茶
」
未
来
創
造
プ
ラ
ン
（
図
表

10
）
を
策
定
し
て
い
た
が
、
茶
業
を
取
り
巻

く
環
境
変
化
に
対
応
す
る
た
め
同
プ
ラ
ン
を

発
展
さ
せ
る
形
で
30
年
度
ま
で
の
ビ
ジ
ョ
ン

を
策
定
し
、
今
年
の
11
月
下
旬
に
案
を
ま
と

め
る
予
定
で
あ
る
。
6
月
3
日
の
第
1
回
検

討
会
議
で
は
、
委
員
か
ら
「
生
産
現
場
で
は

高
齢
化
や
担
い
手
・
労
働
者
不
足
が
深
刻
。

後
継
者
や
従
業
員
確
保
に
は
給
与
の
確
保
や

労
働
環
境
の
整
備
が
必
要
」「
ブ
ラ
ン
デ
ィ

ン
グ
の
中
で
『
か
ご
し
ま
茶
』
の
強
み
を
可

視
化
す
る
取
組
が
必
要
」「
海
外
旅
行
会
社

か
ら
工
場
見
学
や
視
察
体
験
の
照
会
が
あ

り
、
観
光
と
の
組
み
合
わ
せ
も
取
り
込
ん
で

ほ
し
い
」
等
の
意
見
が
出
さ
れ
た
。

　
世
界
的
な
抹
茶
ブ
ー
ム
で
日
本
茶
の
人
気

が
高
ま
る
中
、
日
本
茶
を
知
的
財
産
と
し
て

保
護
す
る
動
き
が
進
ん
で
い
る
。
背
景
に
は

海
外
産
の
模
倣
品
の
流
通
が
あ
る
。
中
国
は

日
本
か
ら
取
得
し
た
栽
培
技
術
と
巨
大
な
労

働
力
・
栽
培
地
を
背
景
に
世
界
市
場
を
席
捲

し
て
い
る
。
人
民
日
報
は
25
年
の
中
国
の
抹

茶
生
産
量
が
世
界
の
約
7
割
を
占
め
る
1
万

2
0
0
0
㌧
を
突
破
し
世
界
最
大
の
生
産
国

に
な
っ
た
と
報
じ
て
い
る
。
こ
う
し
た
中
国
産

抹
茶
が
「
宇
治
抹
茶
」
を
名
乗
っ
て
販
売
さ

れ
る
な
ど
模
倣
ト
ラ
ブ
ル
も
発
生
し
て
い
る
。

　
そ
こ
で
日
本
茶
業
中
央
会
が
日
本
茶
を
地

理
的
表
示
（
G
Ｉ
）
に
申
請
し
た
。
G
I
保

護
制
度
は
、
地
域
の
伝
統
を
有
し
高
い
品
質

等
が
生
産
地
と
結
び
つ
い
た
農
林
水
産
物
・

食
品
の
名
称
を
知
的
財
産
と
し
て
保
護
す
る

制
度
で
あ
る
。
本
県
で
は
「
鹿
児
島
の
壺
造

り
黒
酢
」「
鹿
児
島
黒
牛
」「
枕
崎
鰹
節
・
指

宿
鰹
節
」
等
が
登
録
済
み
で
、お
茶
で
は
「
八

女
伝
統
本
玉
露
」（
福
岡
県
）「
深
蒸
し
菊
川

茶
」（
静
岡
県
）
が
登
録
さ
れ
て
い
る
。
今

回
は
「
日
本
酒
」
同
様
、
国
全
体
を
生
産
地

と
す
る
「
ナ
シ
ョ
ナ
ル
G
I
」
で
、
国
内
で

栽
培
・
加
工
し
た
茶
が
対
象
と
な
る
。

　
登
録
さ
れ
れ
ば
鹿
児
島
県
産
の
茶
も
対
象

と
な
り
、
輸
出
時
に
日
本
茶
ブ
ラ
ン
ド
を
背

景
に
外
国
産
と
差
別
化
で
き
る
。
一
方
で
ブ

ラ
ン
ド
を
背
負
う
以
上
は
品
質
に
も
責
任
を

持
つ
必
要
が
あ
り
、
価
格
に
見
合
っ
た
品
質

を
維
持
し
継
続
的
に
生
産
し
て
い
く
こ
と
が

求
め
ら
れ
る
。

　
民
間
企
業
で
も
茶
業
を
取
り
巻
く
環
境
変

化
に
対
応
す
る
動
き
が
み
ら
れ
る
。
茶
葉
卸

売
や
て
ん
茶
・
仕
上
げ
茶
製
造
、
委
託
加
工
、

Ｅ
Ｃ
販
売
を
手
が
け
る
堀
口
園（
志
布
志
市
）

は
、
伊
藤
園
へ
の
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
用
原
料
茶

供
給
で
知
ら
れ
る
が
、
自
社
製
て
ん
茶
の
一

部
を
粉
砕
加
工
し
抹
茶
と
し
て
海
外
輸
出
も

行
っ
て
い
る
。
抹
茶
ブ
ー
ム
で
荒
茶
か
ら
て

ん
茶
生
産
へ
切
り
替
え
る
農
家
が
増
え
る

中
、
県
内
で
は
粉
砕
加
工
の
事
業
所
・
イ
ン

フ
ラ
が
不
足
し
て
お
り
、
タ
イ
ム
リ
ー
な
生

産
や
利
益
率
向
上
の
ボ
ト
ル
ネ
ッ
ク
と
な
っ

て
い
る
。
そ
こ
で
同
社
は
志
布
志
市
と
立
地

協
定
を
結
び
、
自
社
隣
接
地
に
て
ん
茶
の
粉

砕
加
工
施
設
を
建
設
す
る
。
茶
園
管
理
か
ら

て
ん
茶
製
造
、
粉
砕
加
工
ま
で
を
一
貫
し
て

行
う
こ
と
で
コ
ス
ト
削
減
や
品
質
向
上
を
図

る
。
あ
わ
せ
て
国
際
港
・
志
布
志
港
を
通
じ

産
地
か
ら
直
接
海
外
輸
出
す
る
こ
と
で
、
輸

送
コ
ス
ト
削
減
と
県
産
茶
の
高
付
加
価
値
化

に
寄
与
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

　
国
・
県
な
ど
の
行
政
機
関
や
業
界
団
体
、

民
間
企
業
が
日
本
茶
の
持
続
的
発
展
を
目
指

し
て
動
い
て
い
る
。
担
い
手
確
保
や
茶
畑
の

維
持
、
機
械
化
・
D
X
化
に
よ
る
省
力
化
・

生
産
性
向
上
、
原
料
か
ら
仕
上
茶
加
工
へ
の

転
換
、
第
三
者
認
証
（
G
A
P
、
有
機

J
A
S
）
取
得
に
よ
る
高
付
加
価
値
化
な
ど

施
策
は
多
岐
に
わ
た
る
が
、
他
産
業
や
消
費

者
に
も
で
き
る
こ
と
が
あ
る
。

　
堀
口
園
の
新
工
場
建
設
費
は
報
道
で
19
億

円
と
さ
れ
る
な
ど
、
て
ん
茶
加
工
や
抹
茶
粉

砕
へ
の
設
備
投
資
は
多
額
の
費
用
を
要
す

る
。
ま
た
茶
価
格
の
上
昇
で
茶
商
の
仕
入
費

用
が
増
え
、
運
転
資
金
も
タ
イ
ト
に
な
っ
て

い
る
。
ブ
ー
ム
後
の
リ
ス
ク
を
懸
念
し
て
投

資
を
躊
躇
し
が
ち
だ
が
、
今
回
の
抹
茶
ブ
ー

ム
は
日
本
食
や
健
康
志
向
と
結
び
つ
い
た
世

界
的
な
動
き
で
あ
り
、
一
時
の
過
熱
感
が
収

ま
っ
て
も
需
要
自
体
は
安
定
的
に
続
く
と
見

ら
れ
る
。
こ
う
し
た
環
境
変
化
を
踏
ま
え
、

金
融
機
関
も
従
来
の
常
識
に
捉
わ
れ
ず
企
業

の
財
務
面
を
支
援
す
る
こ
と
が
望
ま
れ
る
。

　
消
費
拡
大
や
知
名
度
向
上
に
は
観
光
客
・

若
年
層
へ
の
P
R
も
必
要
で
あ
る
。
例
え
ば

「
か
ご
し
ま
1
0
0
円
茶
屋
」
等
の
P
R
活

動
に
加
え
、
手
摘
み
体
験
や
飲
み
比
べ
等
の

体
験
型
観
光
・
教
育
メ
ニ
ュ
ー
の
拡
大
、
歴

史
や
品
種
の
多
様
性
と
い
っ
た
文
化
的
発
信

の
強
化
が
求
め
ら
れ
よ
う
。
静
岡
県
に
目
を

や
る
と
、
茶
の
発
信
拠
点
「
ふ
じ
の
く
に
茶

の
都
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」（
島
田
市
）
が
あ
り
、

「
知
る
」「
触
れ
る
」「
学
ぶ
」「
つ
ど
う
」
の

４
機
能
で
産
業
・
文
化
・
学
術
・
観
光
を
一

体
的
に
発
信
し
、
茶
道
体
験
や
茶
摘
み
・
手

も
み
・
抹
茶
挽
き
な
ど
多
彩
な
体
験
メ

ニ
ュ
ー
を
備
え
る
施
設
が
あ
る
。
鹿
児
島
県

で
も
、
生
産
・
加
工
・
歴
史
・
文
化
を
一
体

的
に
伝
え
る
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
の
発
信
拠
点
の

整
備
が
望
ま
れ
る
。
県
内
外
は
も
と
よ
り
海

外
か
ら
の
誘
客
も
視
野
に
、
か
ご
し
ま
茶
の

強
み
を
体
感
で
き
る
象
徴
的
な
施
設
が
あ
れ

ば
、
認
知
度
向
上
と
ブ
ラ
ン
ド
価
値
の
底
上

げ
に
つ
な
が
る
だ
ろ
う
。

　
生
産
量
日
本
一
と
い
う
実
績
は
通
過
点
に

す
ぎ
な
い
。
一
過
性
の
ブ
ー
ム
で
終
わ
ら
せ

ず
持
続
的
な
発
展
へ
つ
な
げ
る
転
換
点
に
で

き
る
か
、
今
後
の
鹿
児
島
茶
業
の
真
価
を
問

わ
れ
る
。

（
古
江 

孝
徳
）

民
間
企
業
の
取
り
組
み

〜
堀
口
園

日
本
茶
の
ブ
ラ
ン
ド
保
護
へ
の

取
り
組
み
　

「
地
理
的 

表
示（
G
Ｉ
）」申
請
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今
後
の
日
本
茶
の

持
続
的
発
展
に
必
要
な
こ
と
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現
在
の
暮
ら
し
向
き
に
つ
い
て
は「
普
通
」

が
46
・
0
％
と
最
も
多
く
、次
に「
悪
い
」（「
悪

い
」と「
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
悪
い
」の
合
計
）

が
41
・
0
％
、「
良
い
」（「
良
い
」
と
「
ど

ち
ら
か
と
い
う
と
良
い
」
の
合
計
）
13
・

0
％
の
順
と
な
っ
た
（
図
表
1
）。
D
I
は

▲
28
・
0
と
な
り
、
前
回
調
査
（
2
0
2
5

年
5
月
、
以
下
前
回
）
か
ら
4
・
8
㌽
増
と

や
や
改
善
し
た
も
の
の
、
個
人
の
暮
ら
し
向

き
の
改
善
は
力
強
さ
に
欠
け
る
。

　
D
I
を
男
女
別
に
み
る
と
女
性
よ
り
男
性

の
ほ
う
が
低
い
。
ま
た
、
年
代
別
に
み
る
と

50
代
を
除
く
全
て
の
年
代
で
前
回
か
ら
改
善

し
た
も
の
の
、
10
代
を
除
く
全
て
の
年
代
で

マ
イ
ナ
ス
圏
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。

　
今
後
1
年
の
暮
ら
し
向
き
に
つ
い
て
は

「
悪
く
な
る
」（「
悪
く
な
る
」
と
「
や
や
悪

く
な
る
」の
合
計
）が
54
・
0
％
と
最
も
多
く
、

次
い
で
「
変
わ
ら
な
い
」
35
・
3
％
、「
良

く
な
る
」（「
良
く
な
る
」と「
や
や
良
く
な
る
」

の
合
計
）
10
・
7
％
の
順
と
な
っ
た
（
図
表

2
）。
D
I
は
▲
43
・
3
と
前
回
（
▲
45
・

5
）
か
ら
2
・
2
㌽
増
と
な
り
、
や
や
改
善

し
た
。
D
I
を
年
代
別
に
み
る
と
、
30
代
以

上
で
大
き
く
マ
イ
ナ
ス
と
な
っ
て
お
り
、
先

行
き
に
対
し
て
の
見
方
は
依
然
と
し
て
厳
し

い
状
態
と
な
っ
て
い
る
。

　
将
来
の
経
済
的
な
不
安
要
素
に
つ
い
て

は
、
前
回
同
様
「
物
価
上
昇
」
が
81
・
7
％

と
最
も
多
く
な
り
、
5
年
連
続
で
最
多
と

な
っ
た
（
図
表
3－

1
）。
以
下
、「
税
金
・

社
会
保
障
の
負
担
増
」（
54
・
0
％
）、「
医
療
・

介
護
費
の
負
担
増
」（
53
・
0
％
）、「
収
入
減
」

（
42
・
0
％
）
の
順
と
な
っ
て
い
る
。
前
回

と
比
較
し
て
「
収
入
減
」
が
5
.
7
㌽
、「
年

金
問
題
」が
4
・
8
㌽
減
少
し
た
一
方
で
、「
教

育
費
の
負
担
増
」
が
3
・
0
㌽
、「
税
金
・

社
会
保
障
の
負
担
増
」
が
1
・
8
㌽
上
昇
し

た
（
次
頁
図
表
3－

2
）。

　
1
年
前
と
比
較
し
た
家
計
収
入
は
「
変
わ

ら
な
い
」
が
48
・
2
％
と
最
も
多
く
、
次
い

で「
減
っ
た
」（「
減
っ
た
」と「
や
や
減
っ
た
」

の
合
計
）
27
・
4
％
、「
増
え
た
」（「
増
え
た
」

と
「
や
や
増
え
た
」
の
合
計
）
24
・
5
％
の

順
と
な
っ
た
（
次
頁
図
表
4
）。
県
内
企
業

に
お
い
て
賃
上
げ
の
動
き
が
続
い
て
い
る
こ

と
も
あ
り
、
D
I
は
▲
2
・
9
と
前
回
か
ら

4・8
㌽
改
善
、4
年
連
続
の
改
善
と
な
っ
た
。

年
代
別
に
み
る
と
、
10
代
、
60
代
、
70
代
を

除
く
年
代
で
D
I
が
プ
ラ
ス
と
な
っ
た
。

　
ま
た
、
今
後
の
家
計
収
入
の
増
減
に
つ
い

て
は
「
変
わ
ら
な
い
」
が
52
・
7
％
と
最
も

多
く
、
次
い
で
「
減
る
」（「
減
る
」
と
「
や

や
減
る
」の
合
計
）29
・
3
％
、「
増
え
る
」（「
増

え
る
」
と
「
や
や
増
え
る
」
の
合
計
）
18
・

0
％
と
な
り
、
D
I
は
▲
11
・
3
と
な
っ
た

（
図
表
5
）。
年
代
別
に
み
る
と
、
50
代
以
上

の
D
I
は
マ
イ
ナ
ス
と
な
っ
た
。

　
1
年
前
と
比
較
し
た
家
計
支
出
は
「
増
え

た
」（「
増
え
た
」と「
や
や
増
え
た
」の
合
計
）

が
79
・
0
％
と
最
も
多
く
、
次
い
で
「
変
わ

ら
な
い
」
17
・
5
％
、「
減
っ
た
」（「
減
っ
た
」

と
「
や
や
減
っ
た
」
の
合
計
）
3
・
5
％
が

続
い
た
（
図
表
6
）。
D
I
は
75
・
5
と
前

回
（
76
・
2
）
と
ほ
ぼ
横
ば
い
と
な
っ
た
。

依
然
と
し
て
食
料
品
や
日
用
品
な
ど
様
々
な

商
品
や
サ
ー
ビ
ス
価
格
の
値
上
げ
が
続
き
、

家
計
支
出
の
増
加
基
調
は
変
わ
ら
な
い
。
年

代
別
に
み
る
と
全
て
の
年
代
で
大
幅
な
プ
ラ

ス
と
な
っ
た
。

　
ま
た
、
今
後
の
家
計
支
出
の
増
減
に
つ
い

て
も
「
増
え
る
」（「
増
え
る
」
と
「
や
や
増

え
る
」
の
合
計
）
が
79
・
5
％
と
最
も
多
く
、

次
い
で
「
変
わ
ら
な
い
」
16
・
5
％
、「
減
る
」

（「
減
る
」
と
「
や
や
減
る
」
の
合
計
）
4
・

0
％
の
順
と
な
っ
た
（
図
表
7
）。
D
I
は

75
・
5
と
な
り
、
年
代
別
に
み
て
も
全
て
の

年
代
で
大
幅
な
プ
ラ
ス
と
な
っ
て
い
る
。

　
今
回
の
調
査
で
は
、
家
計
収
入
D
I
が
や

や
改
善
し
た
一
方
、
家
計
支
出
D
I
は
高
水

準
で
横
ば
い
と
な
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
暮
ら

し
向
き
D
I
が
や
や
改
善
し
た
と
み
ら
れ

る
。

　
先
行
き
に
つ
い
て
は
、
賃
上
げ
な
ど
を
背

景
に
収
入
増
を
見
込
む
声
が
あ
る
も
の
の
、

将
来
の
不
安
要
素
と
し
て
「
物
価
上
昇
」
を

挙
げ
る
割
合
は
依
然
と
し
て
8
割
を
超
え
て

お
り
、
家
計
の
物
価
上
昇
へ
の
警
戒
感
は
強

い
。
加
え
て
、
中
東
情
勢
の
悪
化
な
ど
を
背

景
と
し
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
の
上
昇
に
よ

り
、
消
費
者
が
景
況
感
の
回
復
を
実
感
す
る

に
は
な
お
時
間
を
要
す
る
可
能
性
が
高
い
。

　
物
価
上
昇
を
受
け
て
、
政
府
は
物
価
高
対

策
を
含
む
補
正
予
算
を
編
成
し
た
が
、
財
政

規
律
の
悪
化
が
意
識
さ
れ
れ
ば
、
円
安
や
長

期
金
利
の
上
昇
を
招
き
、
足
元
の
景
気
を
冷

や
す
懸
念
も
あ
る
。
政
府
に
お
い
て
は
、
限

ら
れ
た
財
源
を
効
率
的
に
配
分
す
る
と
と
も

に
、
持
続
的
な
経
済
成
長
に
向
け
た
明
確
な

ビ
ジ
ョ
ン
を
示
す
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
こ

う
し
た
取
り
組
み
を
通
じ
て
国
民
の
将
来
不

安
を
軽
減
し
、
家
計
が
安
心
し
て
消
費
で
き

る
環
境
を
整
え
る
こ
と
が
、
個
人
消
費
を
起

点
と
し
た
景
気
回
復
の
実
現
に
つ
な
が
る
と

考
え
ら
れ
る
。

（
新
川 

真
吾
）

現
在
の
暮
ら
し
向
き
は

や
や
改
善

不
安
要
素
は「
物
価
上
昇
」

が
依
然
8
割

賃
上
げ
の
動
き
に
よ
り

家
計
収
入
は
改
善

男性

女性

10代

20代

30代

40代

50代

60代
70代
以上

▲31.0
▲26.2

42.9
▲9.1

▲12.0
▲27.3
▲37.9
▲36.2
▲27.0

良い

普通

悪い

ＤⅠ

（単位：％）

どちらかと
いうと良い

どちらかと
いうと悪い

2.8

10.2

46.0

35.2

5.8

▲28.0

【内訳】

図表1　現在の暮らし向きDIの推移
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1.2

▲16.8

▲24.0

▲17.9
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▲28.0
41.0

13.0

10代

20代

30代

40代

50代

60代

70代
以上

14.3
18.2

▲36.0
▲43.6
▲50.8
▲47.3
▲45.8

良くなる

やや良くなる

変わらない

やや悪くなる

悪くなる

ＤＩ

（単位：％）

2.5

8.2

35.3

41.8

12.2

▲43.3

【内訳】

図表2　今後1年の暮らし向き
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▲18.0
▲16.0
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▲17.2
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▲45.5

▲43.3 54.0

10.7

物価上昇 税金・
社会保障の
負担増

医療・介護費
の負担増

収入減 年金問題 教育費の
負担増

ローン返済の
負担増

雇用不安
（失業）

不安要素は
ない

その他
0

20

40

60

80

100

■合計　■10代　■20代　■30代　■40代　■50代　■60代　■70代以上

図表3－1　将来の経済的な不安要素
（%）81.7 

54.0 53.0 
42.0 41.2 20.8 

17.2 11.5 
0.2 0.8

注）複数回答、次頁図表３-２も同じ

暮
ら
し
向
き
に
関
す
る
調
査

TOPICS
1

【調査結果のポイント】

現在の暮らし向きについては「普通」が46.0％と最も多く、次いで「悪い」（「悪い」と「ど
ちらかというと悪い」の合計）が41.0％、「良い」（「良い」と「どちらかというと良い」の合
計）13.0％の順となった。現在の暮らし向きＤＩは▲28.0となり、前回調査（2025年5
月、以下前回）から4.8㌽増とやや改善した。また、今後1年の暮らし向きＤＩは▲43.3で
前回から2.2㌽増となり、やや改善した。

将来の経済的な不安要素については、「物価上昇」が81.7％と最も多く、「税金・社会保
障の負担増」（54.0％）、「医療・介護費の負担増」（53.0％）が続いた。

1年前と比較した家計支出については、「増えた」（同）が79.0％と最も多く、次に「変わ
らない」17.5％、「減った」（同）3.5％の順となり、ＤＩは75.5となった。　

1年前と比較した家計収入については、「変わらない」が48.2％と最も多く、次に「減っ
た」（「減った」と「やや減った」の合計）27.4％、「増えた」（「増えた」と「やや増えた」の合
計）24.5％の順となり、ＤＩは▲2.9となった。

調査時期 2026年5月上旬

回答数 有効回答数 600人

調査方法
南日本新聞社の「みなみパス会員」による
「みなみアンケート」（インターネット調査）にて実施

20代
1.8％

男性
47.2％

女性
51.0％

不明
1.8％

用　語　ＤＩ＝「良い（良くなる）」－「悪い（悪くなる）」、「増えた（増える）」－「減った（減る）」、いずれも回答割合

10代
1.2％

30代
16.7％

40代
18.3％

50代
20.7％

60代
25.3％

70代以上
16.0％

【性別】 【年齢別】

【調査の概要】
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日
常
生
活
に
お
け
る
節
約
へ
の
意
識
に
つ

い
て
は
「
や
や
意
識
し
て
い
る
」
が
60
・

3
％
と
最
も
多
く
、
次
に
「
非
常
に
意
識
し

て
い
る
」
が
31
・
0
％
と
な
り
、
9
割
超
が

日
常
生
活
に
お
い
て
節
約
を
意
識
し
て
い
る

こ
と
が
分
か
っ
た
（
図
表
1
）。
年
代
別
に

み
る
と
10
代
と
50
代
以
上
の
９
割
以
上
が
節

約
を
意
識
し
て
い
る
。

　
節
約
を
意
識
し
て
い
る
人
（「
非
常
に
意

識
し
て
い
る
」「
や
や
意
識
し
て
い
る
」
と

回
答
し
た
人
、
以
下
同
じ
）
に
そ
の
理
由
を

尋
ね
た
と
こ
ろ
、「
物
価
上
昇
に
よ
り
生
活

費
の
負
担
が
増
え
て
い
る
た
め
」
が
75
・

9
％
と
最
も
多
く
、「
無
駄
な
支
出
を
減
ら

し
た
い
と
考
え
て
い
る
た
め
」（
52
・

9
％
）、「
将
来
の
備
え
と
し
て
貯
蓄
を
増
や

し
た
い
た
め
」（
39
・
1
％
）
が
続
い
た
（
図

表
2
）。
物
価
上
昇
が
節
約
意
識
を
高
め
る

大
き
な
要
因
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
う
か
が

え
る
。
男
女
別
、
年
代
別
で
み
て
も
、「
物

価
上
昇
に
よ
り
生
活
費
の
負
担
が
増
え
て
い

る
た
め
」が
最
も
多
か
っ
た
。
男
女
別
で
は
、

女
性
は
「
物
価
上
昇
に
よ
り
生
活
費
の
負
担

が
増
え
て
い
る
た
め
」「
将
来
の
備
え
と
し

て
貯
蓄
を
増
や
し
た
い
た
め
」
と
の
回
答
が

男
性
よ
り
多
く
、
男
性
は
「
家
計
を
見
直
す

必
要
が
あ
る
た
め
」
の
回
答
が
女
性
よ
り
多

か
っ
た
。

　
ま
た
、
節
約
を
意
識
し
て
い
る
人
に
節
約

し
て
い
る
支
出
項
目
を
尋
ね
た
と
こ
ろ
、

「
日
々
の
食
料
品
」が
62
・
8
％
と
最
も
多
く
、

「
外
食
費
」（
47
・
8
％
）、「
電
気
・
ガ
ス
・

水
道
費
」（
28
・
8
％
）
が
続
い
た
（
図
表

3
）。
日
常
的
な
支
出
を
中
心
に
節
約
が
行

わ
れ
て
い
る
様
子
が
う
か
が
え
る
。
年
代
別

に
み
る
と
、20
代
で
は
「
衣
服
・
フ
ァ
ッ
シ
ョ

ン
」、
30
代
で
は
「
飲
料
・
嗜
好
品
」
も
上

位
に
挙
が
っ
た
。

　
資
源
の
有
効
利
用
の
観
点
な
ど
か
ら
節
約

を
呼
び
か
け
る
必
要
性
に
つ
い
て
は
、「
積

極
的
に
呼
び
か
け
る
べ
き
だ
と
思
う
」
が

46
・
7
％
、「
あ
る
程
度
呼
び
か
け
る
必
要

が
あ
る
」
が
42
・
3
％
と
な
り
、
合
わ
せ
て

約
9
割
が
節
約
を
呼
び
か
け
る
必
要
が
あ
る

と
感
じ
て
い
る
（
図
表
4
）。

　
中
古
品
の
購
入
経
験
に
つ
い
て
は
、「
過
去

に
購
入
し
た
こ
と
が
あ
る
」
が
36
・
7
％
と
最

も
多
く
、「
と
き
ど
き
購
入
し
て
い
る
」（
30
・

7
％
）、「
購
入
し
た
こ
と
は
な
い
」（
17
・

7
％
）、「
よ
く
購
入
し
て
い
る
」（
12
・
3
％
）

と
な
り
、
約
8
割
が
中
古
品
を
購
入
し
た
経

験
を
有
し
て
い
る
（
次
頁
図
表
5
）。

　
中
古
品
の
購
入
経
験
が
あ
る
人
（「
よ
く

購
入
し
て
い
る
」「
と
き
ど
き
購
入
し
て
い

る
」「
過
去
に
購
入
し
た
こ
と
が
あ
る
」
の

合
計
、
以
下
同
じ
）
に
購
入
し
た
こ
と
が
あ

る
品
目
を
尋
ね
た
と
こ
ろ
、「
本
・
雑
誌
」

が
67
・
4
％
と
最
も
多
く
、「
C
D
・

D
V
D
・
ゲ
ー
ム
ソ
フ
ト
」（
41
・
4
％
）、「
衣

服
」（
40
・
2
％
）
が
続
い
た
（
図
表
6
）。

　
ま
た
、
中
古
品
の
購
入
経
験
が
あ
る
人
に

中
古
品
の
購
入
場
所
を
尋
ね
た
と
こ
ろ
、「
総

合
リ
ユ
ー
ス
シ
ョ
ッ
プ
」
が
46
・
4
％
と
最

も
多
く
、「
フ
リ
マ
ア
プ
リ
」（
35
・
1
％
）、「
専

門
リ
ユ
ー
ス
シ
ョ
ッ
プ
」（
28
・
0
％
）
が

続
い
た
（
図
表
7
）。
中
古
品
の
購
入
理
由

と
し
て
は
、「
新
品
よ
り
価
格
が
安
い
た
め
」

が
72
・
4
％
と
圧
倒
的
に
多
く
、「
商
品
に

よ
っ
て
は
中
古
で
も
十
分
に
使
え
る
た
め
」

（
49
・
0
％
）、「
掘
り
出
し
物
や
希
少
品
が

見
つ
か
る
た
め
」（
37
・
7
％
）が
続
い
た（
図

表
8
）。
経
済
的
な
メ
リ
ッ
ト
に
加
え
、
実

用
性
や
商
品
と
の
出
合
い
も
中
古
品
購
入
を

後
押
し
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

　
さ
ら
に
、
品
目
別
に
中
古
品
購
入
へ
の
抵

抗
感
を
尋
ね
た
と
こ
ろ
、「
C
D
・
D
V
D
・

ゲ
ー
ム
ソ
フ
ト
」「
本
・
雑
誌
」
は
い
ず
れ

も
6
割
強
が
抵
抗
は
な
い
（「
抵
抗
は
な
い
」

と
「
あ
ま
り
抵
抗
は
な
い
」
の
合
計
）
と
回

答
し
、
抵
抗
感
が
比
較
的
低
か
っ
た
。
一
方

で
、「
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
・
パ
ソ
コ
ン
・
タ

ブ
レ
ッ
ト
」「
家
電
製
品
」「
衣
服
」
は
い
ず

れ
も
5
割
強
が
抵
抗
が
あ
る
（「
抵
抗
が
あ

る
」
と
「
や
や
抵
抗
が
あ
る
」
の
合
計
）
と

回
答
し
、
品
目
に
よ
っ
て
受
容
度
に
違
い
が

み
ら
れ
た
（
図
表
9－

1
、
9－

2
）。

　
今
回
の
調
査
で
は
、物
価
上
昇
を
背
景
に
、

多
く
の
人
が
日
常
生
活
の
中
で
節
約
を
意
識

し
て
い
る
実
態
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
節
約

の
対
象
は
食
料
品
や
電
気
・
ガ
ス
・
水
道
費

な
ど
基
礎
的
支
出
が
中
心
で
あ
る
が
、
外
食

費
や
衣
服
・
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
、
飲
料
・
嗜
好

品
と
い
っ
た
選
択
的
支
出
も
多
く
、
家
計
防

衛
意
識
の
高
ま
り
が
う
か
が
え
る
。
ま
た
、

資
源
の
有
効
利
用
や
環
境
へ
の
配
慮
と
い
っ

た
観
点
か
ら
、
節
約
を
社
会
全
体
で
呼
び
か

け
る
こ
と
へ
の
理
解
も
広
が
っ
て
い
る
。

　
中
古
品
に
つ
い
て
は
約
8
割
が
購
入
経
験

を
有
し
、
価
格
面
の
メ
リ
ッ
ト
に
加
え
、
十

分
な
品
質
や
希
少
性
が
評
価
さ
れ
て
い
る
こ

と
が
分
か
っ
た
。
一
方
で
、
品
目
に
よ
っ
て

受
容
度
に
は
差
が
み
ら
れ
、
衛
生
面
や
品
質

へ
の
不
安
が
購
入
の
ハ
ー
ド
ル
と
な
る
ケ
ー

ス
も
あ
る
。
今
後
は
物
価
上
昇
や
節
約
志
向

の
定
着
を
背
景
に
、
中
古
品
市
場
の
さ
ら
な

る
拡
大
が
期
待
さ
れ
る
一
方
、
安
心
し
て
利

用
で
き
る
環
境
づ
く
り
が
重
要
に
な
る
と
考

え
ら
れ
る
。

（
新
川 

真
吾
）

物
価
上
昇
に
よ
り

高
ま
る
節
約
意
識

価
格
メ
リ
ッ
ト
が

中
古
品
利
用
を
後
押
し

物価上昇により生活費の負担が増えているため

無駄な支出を減らしたいと考えているため

将来への備えとして貯蓄を増やしたいため

収入が減少、または伸び悩んでいるため

家計を見直す必要があるため

子育て・教育費などの支出が増えているため

環境や資源を大切にしたいという意識があるため

節約することが習慣になっているため

家族から節約を求められているため

特に理由はない

その他
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図表1　日常生活における節約への意識

非常に
意識している
31.0% 

どちらともいえない
5.7% 

まったく
意識していない

0.7% 

あまり
意識していない

2.3% 

やや
意識している
60.3% 

91.3%

図表4　節約を呼びかける必要性について

積極的に呼びかけ
るべきだと思う

46.7% 

どちらともいえない
8.7% 

呼びかける
必要はないと思う

1.0% 

あまり呼びかける
必要はないと思う

1.3% 

ある程度呼びかける
必要があると思う

42.3% 

89.0%

図表2　節約を意識している理由（全体、男女別）

注）・図表1で「非常に意識している」「やや意識している」と回答した方のみ、図表3も同じ
　 ・複数（最大3項目まで）回答、同上

（単位：％、㌽）

（単位：％）
0 10 20 30 40 50 60 70

図表3　節約を意識している支出項目

日々の食料品
外食費

電気・ガス・水道費
衣服・ファッション

飲料・嗜好品
交通費（ガソリン代を含む）

日用品（洗剤・消耗品など）

趣味・娯楽費（映画・イベントなど）

通信費（スマートフォン・インターネット）

旅行・レジャー
美容・理容費
家電製品
保険料

住宅関連費（家賃・修繕など）

教育費
その他
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16.4

15.0
14.2

11.3
10.2

5.5
5.1

3.6
1.5

0.0
0.4

節
約
意
識
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入
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調
査

TOPICS
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【調査結果のポイント】

日常生活における節約への意識については「やや意識している」が60.3％と最も多く、次に
「非常に意識している」が31.0％となり、9割超が日常生活において節約を意識している。

節約を意識している人にその理由を尋ねたところ、「物価上昇により生活費の負担が増え
ているため」が75.9％と最も多かった。また、節約している支出項目は「日々の食料品」が
62.8％と最も多く、「外食費」（47.8％）、「電気・ガス・水道費」（28.8％）が続いた。

中古品の購入経験については、約8割が中古品を購入した経験を有している。購入したこ
とがある品目は、「本・雑誌」が67.4％と最も多く、「CD・DVD・ゲームソフト」（41.4％）、
「衣服」（40.2％）が続いた。また、中古品の購入理由としては、「新品より価格が安いため」
が72.4％と圧倒的に多かった。

品目別に中古品購入への抵抗感を尋ねたところ、「CD・DVD・ゲームソフト」「本・雑誌」は
抵抗感が比較的低かった。一方で、「スマートフォン・パソコン・タブレット」「家電製品」「衣
服」は抵抗感が強く、品目によって受容度に違いがみられた。

節約を呼びかける必要性については、「積極的に呼びかけるべきだと思う」が46.7％、
「ある程度呼びかける必要がある」が42.3％となり、合わせて約9割が節約を呼びかける
必要があると感じている。

20代
5.0％

男性
47.7％

女性
50.3％

不明
2.0％

10代
3.3％

30代
13.3％
40代
18.0％

50代
20.7％

60代
24.0％

70代以上
15.7％

【性別】 【年齢別】

【調査の概要】
調査時期 2026年5月中旬

回答数 有効回答数 300人

調査方法
南日本新聞社の「みなみパス会員」による
「みなみアンケート」（インターネット調査）にて実施
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